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状況設定

Academic Baremetal Cloud の

運用と監視

研究内容：「Notebook」による運用の「見える化」～作業記録、手順の共有・再利用～

アーキテクチャ・ソフトウェア

／うごかすちから

A

先端ICTセンター／クラウド基盤研究開発センター

Literate Computing のインフラ運用への適用
LC4RI: Literate Computing for Reproducible Infrastructure

Jupyter Notebook +独自拡張機能 + Ansibleを組み合わせることで..

Jupyter Notebookにより ドキュメント化した手順、作業の内容や経緯をまとめて保管

独自Jupyter Notebook拡張により 効率的で誤謬のない実行環境を実現、作業証跡も管理

Ansibleにより 複数マシン、複数環境への操作内容を標準化/機械化

ノートブックという形式でプログラムを記述・実行・管理できるツール DevOps ツール

研究者向けにマシンを提供するクラウドの運用

～運用作業とシステムを見える化する～

運用手順、運用作業の結果を見える化したい

• どんな作業をした？どんな目的の作業だった？

• 似た作業を繰り返したい・他の人にやって欲しい

システムの構成や状態を見える化したい

• あのマシンはどこにある？使用状況は？

セルの実行

コード化された作業内容

設計情報、運用状態、判断などを
文章で記述

以前の実行結果を
参照できる（お手本）

ノートブック

GUI操作などコード化しずらい操作は
文章として記述して手作業をする

jupyter

実行結果 運用者 運用者
（見習い）

ノートブックを渡して作業依頼
スキルトランスファーとして機能

受け取ったノートブックを複製し
お手本として理解しながら作業

直近の類似の作業ノートブック
を複製し経験を使い回す

実績のある作業証跡に基づいた作業
継続的に内容を改善する

見習い

運用者

システム構成・状態
の見える化 監視

運用

コピーされた
ノートブック間で共有

構築手順

構築方法の共有
運用者が再構築可能

手順・ノウハウの
共有・移転・再利用

運用作業の証跡を残したい
手順を再利用したい

コメント

運用者

機械的に再現可能な作業内容と作業を説明する文章を

まとめて人が読み解ける手順書として見える化し、作

業のノウハウの移転・共有を促し、運用者のスキル向

上、運用チームの再生産をはかること目指しています。

また、設計情報を基にシステム構成と状態を１枚の絵

にまとめて見える化することで、システムの理解を助

け、効率的に情報を共有することを目指しています。

研究用のマシンを提供するAcademic Baremetal

Cloudを構築し運用しています。

クラウドのインフラ運用に必要な、種々雑多な情報を

可視化し、共有する方法について研究しています。
• 日々の作業で証跡を残す
• 手順やノウハウを整理して共有・再利用する
• システム構成と状態を可視化して共有する

どんな研究？ 何ができる？

手順を読んで
理解した上で作業



インフラ運用のための実行制御・実行結果管理機能

アーキテクチャ・ソフトウェア

／うごかすちから

A

研究内容：「マップ」によるシステムの「見える化」～ 構成の見える化・状態の見える化

実行結果は要約して表示

特定のキーワードを
含むか調べて強調表示

まとめ実行機能 実行結果保存機能

ノートブック間変更追跡機能 流用・変更状況の追跡機能
Collect reusable materials

as a baseline

CentOS 6 ⇒ 7

Import stacks

Deploy a seed

Production

Side work for production

Another concurrent

development

セルに記録されるID(MEME)
によりノートブックの系譜を

検索・可視化

応用例: 実行可能なチェックリスト

Analyze Logs

Visualize Results

Analyze Server Logs

Getting Logs from Targets
複数セルからなる手順を

畳み込むと、配下のステップは
ブロック形に可視化される

重複実行を防止するため
実行済みセルは凍結

実行結果はセル単位で
ファイルに保存

過去の実行結果をお手本に残し
現在の実行結果との比較が可能

複数のステップを
まとめて実行できる

jupyter

変更

変更

追加

照応するMEMEを追跡
同一IDセルごとに内容を比較

変更

利用者グループの一覧 関連情報が周囲に表示
利用者ごとのリソース使用量

設計情報を収集、整理し物理・論理構成を見える化

拡大・関連情報展開

拡大で詳細な統計情報を表示

拡大で詳細な構成情報を表示

マップの拡大縮小操作により、

さまざまな粒度の関連する情報を閲覧できます

対話的に情報の関連性を一覧、探索できます

サーバー・ラック構成

ユーザー利用状況

サーバー
ラック構成情報

関連の
一覧、探索

サーバーごとの詳細情報の表示

拡大・詳細情報表示

運用・管理状態をマップに統合して見える化

…
…

…
…

可視化する手順をNotebookで記述

保守・拡張が容易様々なビューを

地図のように展開
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